
日鉄住金P&E

水
素
配
管
に
高
強
度
鋼
材

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
主
軸
に
展
開

日
鉄
住
金
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
日
鉄
住
金
Ｐ
＆

Ｅ
）
は
、
水
素
関
連
事
業
で
は
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
設
備
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
主
軸
と
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
同
社
は
エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
４
社
と
北
海

道
鹿
追
町
・
帯
広
市
で
「
家
畜
ふ
ん

尿
由
来
水
素
を
活
用
し
た
水
素
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
実
証
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
愛
知
県
常
滑
市

で
建
設
が
進
む
セ
ン
ト
レ
ア
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
工
事
も
受
注
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
受
注
拡
大
を
図
っ
て

い
く
。

同
社
が
水
素
Ｓ
Ｔ
設
備
の
施
工
面

で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
が
、
Ｈ
Ｒ

Ｘ
１９
（
新
日
鉄
住
金
製
）
と
呼
ば
れ

る
高
圧
水
素
用
に
開
発
さ
れ
た
高
強

度
の
鋼
材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

だ
。
こ
れ
ま
で
水
素
Ｓ
Ｔ
の
高
圧
水

素
配
管
は
、
水
素
脆
性
（
金
属
が
水

素
を
吸
収
し
て
脆
く
な
る
現
象
）
の

課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３

１
６
と
い
う
鋼
材
を
肉
厚
を
上
げ
て

使
用
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
た

だ
、
こ
の
方
法
で
は
配
管
が
肉
厚
で

あ
る
た
め
、
溶
接
が
で
き
ず
、
配
管

を
特
殊
な
ね
じ
接
続
に
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

鹿
追
町
・
帯
広
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
向
け
の
水
素
Ｓ
Ｔ
「
し
か
お
い
水

素
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１

６
よ
り
薄
い
肉
厚
で
あ
る
Ｈ
Ｒ
Ｘ
１９

を
配
管
に
使
用
し
た
こ
と
で
、
溶
接

接
合
の
採
用
を
可
能
と
し
、
蓄
圧
器

ユ
ニ
ッ
ト
、
バ
ル
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
、
現

地
配
管
の
全
面
溶
接
接
合
（
約
２
０

０
リ
ン
グ
）
を
世
界
で
初
め
て
実
現

し
た
。
水
素
Ｓ
Ｔ
は
日
常
的
に
ね
じ

接
続
箇
所
の
緩
み
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ね
じ
接
続
箇

所
が
減
る
こ
と
で
、
点
検
作
業
が
軽

減
で
き
る
。

日
鉄
住
金
Ｐ
＆
Ｅ
は
、
１４
年
に
米

エ
ア
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
と
技
術
提
携

を
結
び
、
同
社
の
最
新
の
水
素
供
給

技
術
が
国
内
で
販
売
可
能
と
な
っ

た
。
同
社
は
水
素
供
給
設
備
の
高
度

な
技
術
を
保
有
し
、
世
界
各
国
で
２

０
０
カ
所
以
上
の
水
素
Ｓ
Ｔ
設
備
の

導
入
実
績
を
持
つ
。

日
鉄
住
金
Ｐ
＆
Ｅ
は
、
こ
の
技
術

に
加
え
、
材
料
、
溶
接
技
術
、
プ
ラ

ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
新
日

鉄
住
金
の
保
有
す
る
高
強
度
の
鋼
材

技
術
な
ど
を
融
合
し
、
Ｓ
Ｔ
の
コ
ン

パ
ク
ト
設
計
を
実
現
す
る
た
め
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
型
充
填
設
備
を
国
内
で
提

供
す
る
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
米
国
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ズ
製
の
「
タ
イ
プ
２
複
合
蓄
圧

器
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
タ
イ

プ
２
は
こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
タ
イ

プ
３
（
ア
ル
ミ
合
金
ラ

イ
ナ
ー
の
全
面
を
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
〈
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〉
で
巻

い
て
補
強
）
に
比
べ

て
、
製
造
コ
ス
ト
を
２

～
３
割
低
減
で
き
る
。

鹿
追
町
の
実
証

順
調

こ
れ
ら
の
技
術
を
全

面
的
に
投
入
し
て
い
る
の
が
、鹿
追

町
・
帯
広
市
の
「
家
畜
ふ
ん
尿
由
来
水

素
を
活
用
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
実
証
事
業
」の
中
核
設
備
で
あ

る「
し
か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム
」。同

事
業
は
１５
年
度
～
１９
年
度
ま
で
の
５

カ
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。既
設
の
家

畜
ふ
ん
尿
の
バ
イ
オ
メ
タ
ン
処
理
設

備
か
ら
発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら

水
素
を
製
造
し
、燃
料
電
池
自
動
車

（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）や
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

に
充
填
す
る
実
証
を
行
う
。

さ
ら
に
、
水
素
を
カ
ー
ド
ル
（
複

数
の
ボ
ン
ベ
を
束
に
し
た
状
態
）

で
、
鹿
追
町
内
の
酪
農
家
や
帯
広
市

内
の
商
業
施
設
に
運
搬
、
各
需
要
家

先
に
設
置
し
た
純
水
素
型
燃
料
電
池

で
電
気
と
熱
を
取
り
出
し
て
使
用
す

る
。
１７
年
１
月
に
運
用
を
開
始
し
、

各
設
備
は
順
調
に
実
証
運
転
を
続
け

て
い
る
。

北
海
道
で
は
今
年
９
月
６
日
発
生

し
た
地
震
に
よ
り
、
北
海
道
全
域
で

長
時
間
に
わ
た
る
停
電
が
発
生
し

た
。
日
鉄
住
金
Ｐ
＆
Ｅ
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
部
の
渡
辺
和
雄
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は

「
長
期
の
停
電
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
北
海
道
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
な
ど

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
で
き
る

自
立
分
散
型
電
源
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
お
り
、
水
素
も
注
目
さ
れ
て
い

る
」
と
話
す
。

日
鉄
住
金
Ｐ
＆
Ｅ
は
水
素
Ｓ
Ｔ
の

工
事
で
は
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
「
Ｄ
ｒ

.

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
セ

ル

フ

潮
見
公
園
店
」、
鹿
追
町
と
続
け
て

受
注
実
績
を
挙
げ
て
お
り
、
直
近
で

は
東
邦
ガ
ス
が
建
設
中
の
「
セ
ン
ト

レ
ア
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
愛
知
県

常
滑
市
）の
工
事
も
受
注
し
て
い
る
。

同
水
素
Ｓ
Ｔ
は
、
東
邦
ガ
ス
が
セ
ン

ト
レ
ア
空
港
島
内
に
あ
る
既
存
の
水

素
Ｓ
Ｔ
を
建
て
替
え
て
商
用
化
す
る

工
事
を
進
め
て
い
る
。
敷
地
内
に
水

素
製
造
装
置
を
持
つ
オ
ン
サ
イ
ト
型

で
、
都
市
ガ
ス
を
原
料
に
毎
時
３
０

０
Ｎ
�
の
水
素
を
供
給
し
、
燃
料
電

池
バ
ス
へ
の
充
填
に
も
対
応
す
る
。

１８
年
度
中
の
営
業
開
始
を
目
指
す
。

コンプレッサーからの配管と畜圧

器から送り出す水素の配管の両方

が納められたバルブユニット

ガスエネルギー新聞日19月11（平成30年）年2018


